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日

ぎ

巳

霞
゜
°

蜜
暮
窪

は

ご

く
弱

く

單
に

型
ば

か

り

見

ら
れ

る
。

大

腿

骨
の

頭

及

頸
は
そ

れ

丈
の

破

片
で

あ
る

か

ら
確

と
は
云
へ

戯

が、

頭
の

底
縁
を

含
む

面
と

頸
と

の

な

す
角
よ
り

剣
斷
す
る

と、

大
腿
骨
自

身
の

軸
と
頸
と
の

な

す
角
が
津

雲
人
種
の

と
同

樣
と
も

す
れ
ば

予
が

手

許
な
る

日

本
人
の

よ
b
は

小
い

か

も

知
れ
蹲

。

　

獺
澤
人

骨
が

津

雲
人

種
に

屬
す

る

か

ど
う
か

。

そ
れ
は

目
下

の

所
何

と

も

云
へ

蹌
。

更
に

頭

骨
の

發
見
を
待
つ

て

ゆ
る

！
丶

决
せ

ら
る

べ

き

問

題
で

あ
る

ρ

本
邦
の

先

住

民
を
最

初
か

ら
一

人

種
又

は
一

種
族
と

思
ひ

込
ん

で

取
り

か

3
る

事
に

は

予

は
大

不

賛
成
で

あ
る

。

　

本
邦
の

地

形
は

長

く
、

氣
候

風
土

は

所
に

よ
り

て

大
差
あ
る

。

古
も
さ

る

大

差
若

し

く

竺
層
甚
し
き

大

差
あ
つ

た

ら
う

事
は

古

動
物

學
上

よ

り

も

推
せ

ら
れ

る
。

　
一

地

方
に

佳

み
よ

い

人

種

は
必

す
し
も

他
地

方
に

住
み

よ
く
は

な

い
。

更
に

予

は

新
石、
器

時
代
中

に

於
て

す
ら
も

氣
候
變
遷
の

跡
あ

る

を
見

る
。

そ

れ
に

俘
う
て

も

柱
み

よ

か

り

し
地
が

佳

み
惠

し
く、

住
み

悪

し
か

b
し

地

が

住
み

窪

く
な

る

等
の

事
が

あ
る
べ

き
で

あ

る
。

更
に

本

邦
へ

の

侵
入

路

は

北
よ

り

す
べ

く

西

よ
り

す
べ

ぐ

將

南
よ

り

す
べ

く

開
い

て

居

る
。

こ

の

本
邦

に

最

初
よ

り

單
一

人

種
を

豫
想
す
る

事
は

合
理

的

に

近
い

と

は

思
は

れ

澱
。

　

門
前
介
塚、

中

澤
濱
介
塚、

金
寶

介
塚

等

よ
b
も
大

腿
骨
破
片

を

拾
得
し
陀
が

、

そ

れ

等
は

取

り
亠
i4

て

る

程
の

材
料
で

も
な
い

。

蚕
劇
の

人

骨
に

就
て

驀
を

更
め

て

蓮
べ

る
。

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

松

本

彦
七

郎
）

（
雜
　
　

録
）

　
O
ジ

ロ

チ

ビ

マ

ア

ラ

雌
雄

の

區

別

　
　
　

●
シ

ロ

ヲ

ビ

マ

ダ

ヲ

雌
雄
叩

の

區
別

　
　

・

昆

蠱
界
』

第
二

裴
第
二

百
二

夫
號
（

驚
幕
）

に

於
て
、

長
野

菊

家
郎
氏
が

始
め

て

我
國
に

奪
ミ
。

…
、

・

ミ帖
・。

ぎ
。
同、
国
四

シ

　
ロ

ヲ

ビ

マ

ダ

ラ

の

産
す
る

事

を
發
表

し、

大
に

吾
人

を
裨
盆
せ

ら

　
る
、

同

氏
は

臺
灣
及

石
垣

島

産
の

も
の

に

依
て、

詳

細
に

逋
べ

ら

…

 
轍

写
融
脹
難
鷙
齲
態
鍵
凝

懺
課

貔

…

事

と

嘗
。

　

　

　

　

 

　
，

…

岶

糠
輪

瞭
蹴
簾
磯

輪
鋤

醗
纏

球
何

・

詫
ば

鞍
罐
讐
依

三

奪
ざ
・

の

み
な

象

・

各
個
體
に

於
て

す
ら

多
少
の

差

異
あ

れ
ば
な

り、

然
る

に

多
く
の

ザ

・

ミ
ミ

臀
於
て

嬰
見
・

窄
前
翅
の

後

臠
形

饕
據
て

一

蘿
臆
酵
鶴
讐
辞
黏
鬢
繍
巍
脳

鷹

擁
鞴

一

ん

ど
眞

直
な
る

を

知
り

得
た

b
、

徇
之
に

關

し
て

は
餤

に
．．

喝
．

。

。ひ

一

短

8r

ω
09U

。
肖

5
言一一一
一

象
二

所

載
．．

〉

営
o
目

6
σ。

H
昏

噂

ゲ

。
h

卜
艦

琴

一

ミ、｝
峯

髯

答

達

ミへ・〔馳丶
蓉−

豸
。

σ壹

さ

彪
韓

o
肺

象
戸

厳
葺

響
 

帽

筍
。

や

＄
『
詒・

V

　
｝
三
9
屯
轟
さ

岳
。

蕘
ぴ

夢

邑
ぞ

藁

皀〔
話
H

鬢冒
一

幺
曁

創
¢

零
同

貯

ぎ
ロ
。。

　
c
門

琴
耄

繋
ぎ
畧
・
二一
ユ

善

疂
撃、．

冨
窯

圍゚

罎
Oc

蒿−

の

内

第
二

百

　

六

十
九
頁

望
さ

ミ
ミ

鬟

ミ
ミ
窺

の

條
下

に
．．

寓
目鹽
（

誇
⊇
崇
o自
曷

国

毳
国

　

8
影

巨
〇

二
戸

暮

二
ご

3
巨一
ど一
σ

oh

夢
宦

甘
臣
9
記
一
一

ぎ

夢
Φ

量
5

　

龕
8
営

芸
籌

営

葺
cho

鬥

¢

乙
髭

葺
。

竃
。・

叶
 

鬥一
。
屍

巨
曽

目

嫐

言

記

き
け

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

七

r
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（130）大年 ；六
．

i 正四月十五日

（

學
會
記

事
）

　
〇
一

月
二

月
三

月
例

倉
　
0
入

會

　
○
退

會

　
O
轉
居

8
昌
く

奚
  ．

と

あ
り

之

に

據
て

尚
一

層

此

事

實
を

的

確
に

認
む
る

事
を

得
陀

り
。

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

仁
禮

景
雄
）

……

學

會

記

事

●
一

月
二

月
三

月
例
會

　

万
廿

七
日

例
會
を

開
き

醫
學
士

額

田

晋
氏
の

二
−

⊥
二

の

節
足

動
物

及

脊
椎
動
物
の

心

臟
に

就
て

の

講
演
あ
り

出

席
者
二

十
五

名
。

　
二

月
十
七

日

午
後
二

時
よ

り

例

會
を

開
き

鏑

木

外

岐

雄
氏
は

「

プ

ラ

ナ

リ

ァ

」

の

隼

殖

史
特

に

精
子

嚢
の

形
成

に

就
て

奥

村

多

忠

氏
は

「

ト

ロ

ン

ビ

ー

デ

ー
」

の

氣
管
系
に

就
て

ア

カ

ム

シ

の

成

蟲
に

氣
管
氣
孔
の

存

在
及
比

較

を
逋
べ

ら

価

セ
リ

出

席
者
三

十
二

名
。

　
三

月
廿
四

日

午
後
二

時
よ

り

例
會
を

開
き

谷
津
直

秀

氏
は

「

ウ

・、
ホ

タ

川

の

發
光

器
に

就
て

奧

村

多

忠

氏
は

「

ト

ロ

ン

ビ

ー

デ

ー
」

の

氣

管
及
唾

線
に

就
て

講

演

せ

ら
れ

多
湖
實

輝
氏
は
ジ

ョ

ホ

ー

π

の

護
謨
園

産

≦

＄
≦、
7
玄

艶
（

空
ミ
馬

登
寧ヘ
ミ
螽

）

の

集
二

個

及
び
モ

ン

ガ

ラ

カ

フ

ハ

ギ

の

如

き

魚
を
供

覽
せ

ら
れ

た

り
。

午

後

三

時
牛

散
會
出
席
者
二

十
名

。

●
入

會
　

大

阪
府
三

島
郡
大

冠

村
大

字
西

天

川

　
　

礒

村
　
純
　
】

　
　

　

　

詔
誰

波

鬱
寄
奉
東

簔
A
．

佐

・

木

考

訪

　
　

　

　
蕪
本

縣
鹿

本
郡
來

民
町
一
五

九

五

　

　

　

　

松
　

尾
　

條
　

規

一「 

●
退
會

　

●
轉
居

r
 ｝…　　一｝一〜皿

束
亠

尽

市
外
澁

谷

四
二

五

吉
川

方

宮
城

縣
挑
生

郡
船

越
高
等
小

學
校

東

京
府
下

中
野
町

蠶

業
試

驗

揚

東
京
市

本
榔
區

春
木

町
三

丁

目

四

大

阪
市
北
韻

北
野

小

松
療
町
三

六

七

高
知

縣
高
岡

郡

浦

之
内

村
小

光
松

丹
朋
四

郎
　
　
加

門
桂
太

郎

繭
岡

市
西
中

洲
島
津
製

作
所

九

州
支

店

宇

都
宮
中
學
校

東
京
府
下・
代
々
山
小

富
ケ

谷
一
五

二

八

東

京

京
芝
幌

自

金
三

光

町

五

〇

六

沼

田

方

東

京
市

牛
込
原
町

ニ

ノ

＝
二

東

京
府
茨

原
郡

北
品
川

御
殿
山

釜

田

方

愛
媛

縣
宇
和
島
町

愛
媛
懸

水

産
試

驗

揚

和

歌
山

縣
伊
都
郡

高
野

山

四
一
八

盛

岡

市
内

丸
岩
手

縣
師

範
學

校

弘

前

市

南

川
端
町

＝
二

二

八

丸

茂

信

勝

永

沼

秀

彦

石

川

金

太

郎

森

田

浩

　一

戸

澤

信

義

片

岡

痛

之

助

大

森
英
夫

小

川

弘

太

郎

兒 榎 大 臈 多 奧 石 河

島 本 月 井 湖 村 井
　 　 　 　 　 　 　 口

砧 佳 菊 玉 實 多 重

一 樹 男 夫 輝 忠 美 清

京

道

信

択

郎

，
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